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学習者中心型の資格試験対策講座
―協同的話し合いの学習効果と学習者の反応―






























































































国語学習の動機づけ研究で著名な Dörnyeiは，協同学習について“it is such











































（Donato, 1994; LaPierre, 1994 cited in Swain, 1998 and Swain & Lap-





















ran & Sharan, 1992）。
－ 228 －
外国語教育における研究では，Ellisと Fotosによる実証研究があげられ






























































































































































表１ 各グループの事前，事後テストの平均点の t 検定の結果
グループ 事前テスト 事後テスト
M（SD） M（SD） Gain t p
co−op（n＝２１） ３４．１４（８．８１７） ４４．８１（１３．４３４） １０．６７ －４．０５５ ．００１
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